
2026 年２月 16 日 

各位 

 会 社 名 株式会社ＲＳ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ 

  代表者名  代表取締役社長          方   永義 

 コード番号  3 4 4 5  東証プライム市場 

問合せ先 執行役員  経営企画部長  田渕  勝也  

  電 話    03-5709-7685 

 

2025年12月期 決算説明会 書き起こし公開のお知らせ 

 

当社は、2026年２月13日に開催しました2025年12月期 決算説明会（質疑応答含む）に関する書き起

こしを下記のとおり公開いたしました。  

本説明会では、2025年12月期の決算概況についてご説明した後、お寄せいただいたご質問にお答えい

たしました。株主・投資家の皆様におかれましては、ぜひご覧いただけますと幸いです。 

 

記 

１． 決算説明会概要 

開催日時：2026年２月13日 

説明者 ：代表取締役社長 方 永義 

取締役上席執行役員    遠藤 智 

  財務経理部長       河路 将人 

 

２．資料参照先： 

決算説明資料（日本語） 

決算説明資料（英語） 

アーカイブ動画は2026年２月20日迄に当社WEBサイトIRページ（IR動画）に掲載予定です。 

 

 

 

 以上 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02916/80bd1df4/139c/454f/9ce5/424ef2de1287/140120260213561971.pdf
https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS02916/3002de51/5da0/47f3/8f95/473d89a3b713/140120260213562001.pdf
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＜ウェーハ再生事業＞ 

Q１：単価について、AI需要（最先端化）が進むことで、再生ウェーハの単価は今後上昇

するのでしょうか？ 

A１：（（藤））最先端半導体向けの再生ウェーハほど品質要求も高く、それに伴い単価も高

くなる傾向にございます。現在は、AI 需要にけん引されて高品質・高付加価値ウェーハの

需要が高まっておりますので、再生ウェーハの単価も上昇傾向になると見込んでおりま

す。 

 

Q２：ウェーハ再生事業の増産設備投資は、あくまでシリコンウェーハ用の再生工場でし

ょうか。SiCや GaNなども将来的には増加してくると思われますが、それらの素材への転

用は可能でしょうか。そうでない場合は、シリコンウェーハ用途のみでも、貴社の増産投

資分の需要は見込めるということでしょうか。（決算説明資料 P13、14） 

A２：（（藤））現在はシリコンウェーハの再生工場として考えております。顧客とのコミュ

ニケーションの中で、当社に対しての需要が増加するという情報の基で、投資計画を立て

ておりますので、増産後も安定した稼働を見込んでおります。 

SiC や GaNの再生を、これから当社の事業として取り組むかについては、その需要に応じ

て可能性はあるかと思います。ただ、現時点ではSiC と GaNの再生については、まだそ

れほどニーズが高まっておりません。今後は状況を調査しながら、タイミングを見て、取

り組む場合には検討していくことになると思います。 

また補足として、SiCや GaNの他にも、ガラス基板も後工程で使われるようになっていま

すので、こちらのニーズや市場参入の可能性も含め、当社では情報収集や研究開発を行っ

ております。 

 

Q３：韓国への再生ウェーハの出荷状況について教えてください。（決算説明資料 P26） 

A （藤））韓国のメモリメーカーは今非常に好調で、増産を加速しているようですの

で、当社の再生ウェーハのキャパアップに伴って、韓国のシェアも高めていきたいと考え

ております。 

 

＜プライムウェーハ事業＞ 

Q４：８インチは、2026年に月産30万枚への増産を計画していますが、フル稼働できる

見込みはあるのでしょうか？（決算説明資料 P15） 

A４：（（藤））現在 8インチは、月産 25万枚の生産能力を持っており、概ねフル稼働で操

業しています。 

半導体市場は波があるということと、中国国内は顧客数も多いことから、短期的な変動は

ございますが、8インチ市場は全体として、比較的安定している市場だと思っておりま

す。今後も顧客である8インチ半導体メーカーの設備投資が少しずつ行われるという背景

もありまして、その需要を取り込むことで、今後月産30万枚がフル稼働になると考えて

おります。 

 

 

 



Q５：シリコン部材の戦略について教えてください。（決算説明資料 P34） 

A５：（（藤））Gritek の製造販売するシリコン部材は、エッチング装置の消耗部品に加工さ

れる専用のシリコン部材（インゴット）です。世界的に半導体製造装置の需要も増加して

おりますので、市場としては広がっています。 

今後は、このGritek のシリコン部材を最終製品の部品に加工している当社子会社「DGテ

クノロジーズ」との連携を強化し、川上から川下まで一体化するような経営体制に整えて

まいります。 

中長期的には、当社の特徴である大口径のシリコン部材の受注をさらに獲得して業績に貢

献していきたいと考えております。 

 

Q６：SGRS（12 インチ事業）の今後の見通し、戦略を教えてください。（決算説明資料

P36、37） 

A６：（（藤））まず当社は8インチでの実績があり、後から12インチも開始しておりま

す。8インチの主力製品となるパワー半導体や IGBT向けのウェーハを、12インチへ水平

展開という形で、まず得意な製品を対応し、収益を安定させる計画です。その後、ボリュ

ームゾーンとなる、メモリやロジック向けの開発をしながら、顧客認定を順次進めていこ

うと考えております。 

 

Q７：SGRS（12 インチ事業）の設備投資計画を前期から変更した理由を教えてくださ

い。（決算説明資料 P15） 

A７：（（藤））元々は2026 年に月産15万枚、2027 年には月産30万枚を計画していまし

たが、市場の状況や収支計画などを考慮し、より段階的に増産する計画へと変更いたしま

した。 

 

＜半導体製造装置・部材等事業＞ 

Q８：（RSPDHの振り返りと今後の見通しを教えてください。 

A８：（（））当期は光ピックアップモジュールの生産の前倒しをしたことにより、売上高

は、期初にお伝えしていた 100 億円を大きく上回る結果となりました。2026年度におき

ましても同様に 100 億円超えるような売上高を見込んでおります。また現在は、車載カメ

ラモジュール市場への本格参入を計画しております。 

その他にも、カメラモジュールに関する知見を生かしながら、今後は様々な事業展開を検

討していきたいと考えております。 

 

Q９：（2月 10日開示の蓄電池事業が経済産業省の補助事業に採択された件について、教

えてください。 

A９：（（））この補助金対象事業に関しては、当社子会社である LEシステムが所有してい

る福島県の浪江工場の土地を生かして、蓄電容量約 12,000kWhの蓄電所を建設する予定

でございます。これは今回 SII 補助金対象として採用されました。補助金の額としまして

は約381百万円、これは全体の約3分の 1ですので、総事業額としましては約10億円と

なります。 

 



＜中期経営計画＞ 

Q10：前期開示の中期経営計画からロールアップされましたが、前回開示の数値と比較

し、2026 年、2027年の計画数値が下ぶれとなった理由を教えてください。（決算説明資

料 P10） 

A10：（（路））下振れした理由としましては、新規事業の立ち上げ時期が想定よりも若干後

ろ倒しになり、それを反映させたことでございます。 

 

Q11：ROIC 及び ROEは下降傾向にあるように思いますが、資本効率が悪化していると言

えないでしょうか。現状についてどのようにお考えでしょうか。（決算説明資料 P11） 

A11：（（路））ご指摘の通り、数値としては下降傾向にございます。当社では現在、成長に

向けた先行投資のフェーズだと理解しております。一時的に収益性は低下するものの、3

年後には、2026年から始まるウェーハ再生事業の大規模投資の収益化や、現在立ち上げ

期間であるエネルギー事業の収益化により、資本収益性は回復させることができると考え

ております。 

 

Q12：中期経営計画について、前年公表の計画から営業利益率が低下する計画となってお

ります。大規模な設備投資を実施することで、3年後まで収益性が低下を続ける見通しな

のでしょうか。（決算説明資料 P10、11） 

A12：（（路））先ほどのROIC、ROEの質問と同様の回答になります。現在当社グループ

は投資フェーズであると考えております。そのため一時的に営業利益率は低下するような

計画で組み込んでおります。ただし、営業利益額で見ていただきますと、成長し続ける計

画であることはお伝えさせていただきます。 

 

Q13：2026 年度の想定される減価償却費について教えてください。 

A13：（（路））2026 年度計画では、約64億円を想定しております。 

 

Q14：今回増配が、前回予測の 5円増から、10円増となった背景を教えてください。（決

算説明資料 P16） 

A14：（（路））株主還元というところも当社の重要な施策の一つであると考えております

で、業績や財務状況等を総合的に勘案して10円を増配し、45円とさせていただきまし

た。 

 以上 


